




平成14年12月

バイオマス・ニッポン総合戦略を閣議決定

地球温暖
化の防止

循環型社
会の形成

戦略的産
業の育成

農山漁村
の活性化

平成18年３月

バイオ燃料の利用促進

バイオマスタウン構築の加速化

総合戦略を見直し新たに閣議決定

目標：平成22年度までに300地区程度

バイオマスはカーボンニュートラルという特
性。
化石資源を抑制し、地球温暖化防止に貢献。

廃棄物の発生を抑制し、限りある資源を有効
活用する循環型社会へ移行。

バイオマスが新たにエネルギー、新素材等に
向けられることにより、全く新しい産業と新
たな雇用の創出が期待。

環境問題は世界的な課題であり、日本発の戦
略的産業として将来的な発展も期待。

わが国は、温暖・多雨な気候であり、バイ
オマスが豊富。

バイオマスの利活用を推進することで、農
業、農村社会の新たな可能性を拓く。

見直しのポイント

国産バイオ燃料の利用促進

○ 平成１４年１２月、政府は、バイオマスの利活用を政府一体となって総合的かつ計画
的に進めるため、バイオマス・ニッポン総合戦略を閣議決定。（関係７府省）

○ さらに平成１８年３月には主に「バイオマスタウン構築の加速化」と「バイオ燃料の利
用促進」の観点から総合戦略を見直した。

※関係７府省（内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省）

アジア等海外との連携

バイオマス利活用の成果の海外へ
の普及等

バイオマス・ニッポン総合戦略
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